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論文内容要旨
 口腔内に修復されたレジン系修復物辺縁には,しばしば変色や着色が観察され,これらは修復
 物の適合状態と深い関わりを有していると考えられる。
 修復物辺縁の適合状態を精細に観察する有効な手段として,最近レプリカ法を応用した走査型
 電子顕微鏡による方法が注目されている。しかし既法のレプリカ法はレジン修復物の観察には応
 用しがたい多くの問題がある。
 そこで,レジン系修復物の観察に適したレプリカ法を開発するとともに,この方法を用いて変
 色や着色の生じた部位の適合状態を観察し,さらに,辺縁部適合性の改善に有効な手段であると
 されている酸処理法を用いて修復したもの,および酸処理を施さずに修復した修復物の研磨直後
 の状態をも観察した。
 レプリカ模型作成には1段レプリカ材としてTosicone,ImpregamおよびSurflex。2段レ
 プリカ材としてエポキシ系樹脂(Epon812),Nuva_sea1およびNaiLename1を用い,各レプ
 リカ模型の精度,模型作成の確実性や操作の簡易性について比較検討した結果,シリコーγ印象
 材(TosiconeおよびPresident)で印象し,印象面に酢酸エチルとニトロセル・一スを主剤とす
 るコロージョγ溶液(Nai1-ename1)を塗布後,インレーワックスにて補強する方法が最も優れ
 た方法であった。
 そこで,この方法により,すでに各種レジン系修復材によって修復処置がなされている35症例
 と修復直後の50症例について,その辺縁の適合状態を走査型電子顕微鏡で詳細に観察し,次の結
 果を得た。
 1.修復後1年以上を経過した35症例のうち32症例には臨床的に辺縁部に着色ないし変色が認め
 られた。これを走査電顕にて観察すると,30症例にギャップが認められ,その内の24症例はエナ
 メル質の破折を伴なっていた。
 2.着色の認められなかった3症例のうち1例は,修復後6年を経過したAdaptic例であり,他
 の2例はエナメル質を酸処理したのちEnameliteで修復し4年半を経過した症例であった。し
 かし,Adapticで修復された症例にもギャップ,ステップおよびエナメル質辺縁の小破折が観察
 された。しかし,この修復物は自浄作用やブラッシングの行なわれやすい部位に位置していた。ま
 た,着色の認められなかったEnameliteによる修復物辺縁は,良好な適合状態を保っておりエ
 ナメル質とスムーズに移行していた。
 3.仕上げ研磨直後の修復物辺縁にも50症例のうち14例,15ヵ所に不適合な部分が観察された。
 すなわち,酸処理を施さずに修復した9症例のうちの5ヵ所,酸処理をしたのち修復した41症例
 のうち10ヵ所に不適合部がみられた。しかし,これらは1年以上経過した修復物の不適合状態に
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「
一
 比べ,いずれもきわめて軽微なものであった0
 4.酸処理法の応用は,レジン系修復物のエナメル質窩壁への適合性を改善し,辺縁の着色を減
 少せしめるのに有効な一方法である。
し
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審査結果要旨
 本研究は,口腔内に修復されたレジン修復物の辺縁の適合状態を,走査型電子顕微鏡によって
 詳細に観察,検討したものである。
 研究は,まずレジン修復物辺縁を観察するためのレプリカ印象法の開発と,その精度の確認か
 ら始められた。すなわちこの種の観察,判定のために用いられた既報の材料,方法を検討し,シ
 リコーン印象材で修復歯の印象をとり,印象面に酢酸エチルとニト・セル・一スを主剤とするコ
 ・一ジョン溶液を塗布後,イγレーワックスでその被膜を補強する独自の方法を考案した。これ
 によって修復物辺縁に生じた微細なギャップをはじめ,エナメル窩縁の状態をも明確に再現でき
 る精度の高い方法であることが判明し,既報の観察法に比べて,そ¢)精度,確実性および簡易性
 のすべてに優っていることを確認した。
 ついで,この方法を応用し,患者の口腔内に修復してから1年以一Lを経過したM.M.A.系レ
 ジンおよびレジンインレー各1例を含む各種コyポジットレンジ修復物35症例の辺縁部を肉眼お
 よび走査電顕にて観察し,さらに新たに患者の口腔内にエナメル質エッチング法の応用を含めた
 50症例を充填し,その修復直後の辺縁部の適合状態をも同様に詳細に観察した。結果を要約する
 と次のようケこなる。
 (1)修復後1年以一Lを経過したレジンの大多数の症例に,辺縁の着色ないし変色が認められ,
 それらの大部分の症例にエナメル辺縁の小破折を伴なったギャップが観察され,またステッ
 プの形成も認められた。
 (2)辺縁部にギャップ,エナメル質の小破折およびステップが存在する症例でも,それが自浄
 域ないしブラッシングの行なわれやすい部位にあったもの,およびエナメル質エッチング法
 を応用した症例には,辺縁部の着色が観察されなかった。
 (3)新たに施された50症例の修復直後の辺縁にも,軽微ではあるが不適合な部位が観察された
 が,エッチングを施さずに修復した症例に多かった。
 (4)エッチング法の応用は,エナメル質窟壁への適合性を改善し,辺縁の着色を減少せしめる
 有効な一方法である。
 本研究により,レジン系修復物辺縁の着色ないし変色は,修復物辺縁に存在するギャップやエ
 ナメル質鴛縁の小破折,および辺縁部のステップに由来するものが多いことが判明した。また修
 復物の位置がレジン辺縁の着色や変色に影響することを示唆し,さらにエッチング法の正しい応
 用によってレジン修復物のエナメル質窩縁への適合性を改善することが明らかになり,今後レジ
 ン修復物辺縁に生ずる変色や二次う蝕の防[ヒを考えるにあたり,新らしい糸口を開いたものと考
 える。
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 以上本研究は,保存修復学の分野におけるレジン修復物辺縁のトラブルの解明に・有力なる一
 観察法を考案し,新知見を発表しており,歯学特に臨床歯学に寄与する功績は大きい。よって学
 位授与に値するものと認める。
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